
  

 

 

 

 

 

第 18 回 ネットワークミーティング in 福岡 

 

 

 

NWM とは？ 

カトリックの青年と、青年の活動を支えている信

徒・修道者・司祭が自由に集い、情報交換や交流

をする場で、年に２回開催しています。 

毎回、開催地はカトリック青年連絡協議会とあわ

せて設定され、開催地の青年と事務局のメンバー

でネットワークミーティング実行委員会を立ち

上げ、準備が進められています。 

今回この NWMで改めて自分がたくさんの人達に支えられて
いたことに気づき、感謝の気持ちでいっぱいになりました。
自分は準備期間中にたくさんの人に迷惑をかけてしまいまし
た。友達、仕事仲間、家族。だけどある神父様がこんなこと
を言ってくれました、「迷惑をかけれたことはすごいことな
んだよ。それは相手が支えてくれたということだから。そこ
には、信頼関係、絆が必要だから。だから、迷惑なんてない
んだと思うし、支え合うことが出来る関係になれたと言うこ
とだよ」と。この言葉は心に響きました。今回は自分が支え
られたけれど、今度は自分がみんなの支えになれるよう頑張
っていきたいと思います！ 

２０１０年２月２０日(土)～２１日(日)に日本に２つしかない神学校の１つである、日本
カトリック神学院福岡キャンパスで、第１８回ネットワークミーティング(NWM)が 福岡
で開催されました。６年半ぶりとなる福岡での開催で、参加者は北は札幌教区、南は鹿児
島教区の１５教区から総勢１５２名の青年、修道者、神父様、司教様が集まりました。  
今回の NWMのテーマは「耳をすませば～召命と感謝～」で、このテーマにはこんな思い
が込められています。この NWMでいろんな人の言葉に耳をすまし、また自分の心に耳を
すませて「私達はたくさんの人達の支え(召命)の中で生きていたんだ！」「そしてそうや
って、支えてくれている人達に感謝し、また私達に召命を与えて下さった神様に感謝しよ
う！」という思いが込められています。 
神様は私達一人一人に召命、その人にしか出来ないことを与えて下さっていま
す。だけど今はまだそれが何なのか分からない人もいると思います。でも今や
っている青年活動も１つの召命なのではないでしょうか？だからこれからも皆
さんで支え合いながら、そして「感謝」の気持ちを忘れずに、神様の声に「耳
をすませて」青年活動を頑張って行きましょう！ 

今度は札幌でお会いできるのを楽しみにしています♪最後に、今回 NWM in福
岡に参加してくださった皆さん、本当に有難うございました！！ 

実行委員長  豊嶋 仁



 

  
食事は、司祭、佐賀地区青年会の代表、調理師、栄養士
の卵など、バラエティーに富んだ7人の食事係をはじめと
する、裏方スタッフみんなで準備しました。 
福岡で、青年だけで 150 人分の食事を準備するなんて、
たぶん初めてのこと。 
2月はとても寒い季節だから、温かい九州のうまかもん
を食べて、心も体も温かく！と厨房で、大きな釜や、大量
の食材を相手に奮闘しておりました 
 

    メニューは…          
おやつ：いきなり団子  

   夕食：水炊き     
炊き込みご飯  

朝食：パン・野菜スープ
 
 
 
手作りにこだわった福岡のみならず九州のおいしさは届
きましたか？？初(？)の試み、おやつは思っていたよりも
反応が良くてやってよかったー！と思いました。 
すこぶる熱いものを受け取って下さったこと、 
掛けてもらった優しい言葉に感謝です。 
夕食の水炊きは、お肉屋さんのご厚意で鶏ガラを分けて
もらえたので、あんなに濃厚なダシが取れました。 
NWM全体を通して、残菜が非常に少なく、助かりまし
た。ご協力ありがとうございました。 
また、朝食では、準備が行き届いていなかったことを、お
詫びいたします。交流会で酒を飲んだら、朝はあまり食べ
ないだろうと甘く見ておりました…。 
また機会があれば…たくさんのクリープと、ヨーグルトを
用意してお待ちしております。  
何かの機会で福岡に来てくださいね！！ 

 
気合を入れて、時間をかけて、心を砕いてこのミサを準備
しました。全国の仲間とミサという食卓を囲むために…。 
スタッフの初顔合わせでは「ミサって毎週行ってるけど、
実はよくわからない！」という意見が大半でした。「とりあ
えずミサについて勉強してみよう」と、一緒に学び、感想を
共有しながら手探りで準備をすすめていきました。 
スタッフの所在地が佐賀、熊本、福岡とバラバラだったこ
ともあり、頻繁に話し合う機会を作るのが難しかったです。
けれどもそれが一人一人に、お互いを思い信頼しあって準備
することへの強い意志が芽生えるきっかけになりました。 
今、思い返してみると、これらが全て神さまのご計画で、私
たちは導かれていたのだと感じます。 
 
 ミサは、人が集わなければ始まらな 
いし、終わらないものです。 
あの場所に、ミサへと集ってくれた 
一人一人への感謝と、また支えてく 
れた多くの方に本当に感謝しています。 
またＮＷＭのミサを通して、普段のミサへの気持ちを新たに
してもらったことにも深く感謝です。  
 
最後に、私たちが今回学んだことの一つにこのようなもの
があります。「キリストの神体験を、弟子たちが体験し、弟
子たちはそれを私たちに伝えずにはいられなかったために
それを言葉と行いにした。それがミサである。」 
 

私たちが体験したＮＷＭ
での共通の神体験、また全
国の青年たちと出会えた喜
びを、これからの青年たち
にも伝えていきたいと思っ
ています。 

 
始まりは…耳をすませた代表からの一言 
「召命を考えていたら感謝につながった…！」でした。 
「召命と感謝」をコンセプトに当日は班リーダーさんの協力の
もと、分かち合ってもらいました。 
教会ではよく聞くこの 2 つの言葉…だけどいまいちピンとこ
ないこの言葉。 
分かち合いの時間をきっかけに 
2日間肌で感じてもらいたい、 
そして普段は通り過ぎてしまう 
ような自分の声や家族友人の声、 
何より神様の呼びかけに耳をす 
ませてもらいたい、そんな思い 
で臨みました。 
1日目：自分達が感じた「ありがとう」について。ありがと
うという気持ちを表現しよう！という印のワッペンを作って
もらいました。皆さん個性的な形や色のワッペンをつけていま
した☆ 
2日目：「召命」。私たち皆が 
神様から与えられた、また呼 
ばれている(のかな？)という 
道について、お互いの考えや 
感じた事、今までの歩みなど 
を思うままに話してもらう時 
間にしました。 
周りにいる人を通して、小さな出来事を通して、ふっと感じ
る思いを通して、私達にはいろいろなメッセージが送られてい
ます。時には偶然のように感じるそんなこんな事に耳をすませ
る時が、これからもあったらいいな~と思います♪ 
 
みんなありがとう！ 

 
ＮＷＭとは「青年の交流と情報交換の場」と聞いて 
じゃあ日本全国の教区情報が得られる 
レクリエーションはないかな？ということで考え出されたのが
今回の「日本縦断カトリックの旅」ポイントラリーでした。 
旅と言えばガイドブックだよねということで作成した『るるぷ
カトリック』も皆様に好評でレク係一同大変喜んでおります。 
作成の最中、他教区のことで「へ～そうなんだ、知らなかっ
た！！」という発見も多く、レク係もとても楽しみながら準備
できました。 
参加者１５０人に対して、決して広々とはいかない施設で 
回りにくいところもあったかと思います。ほとんどこじつけに
近い教区ポイントもあったと思います。 
(例→名古屋教区「喫茶名古屋」…名古屋は喫茶店が多いから) 
(京都教区「せんとくん映像鑑賞」…見どころが多すぎて選べず)
それでも参加者の皆様はあたたかい心で 
「楽しかったよ」と 
言って下さって本当に 
嬉しかったです。 
とても楽しく良い経験を 
させていただきました。 
またいつかこんな 
ポイントラリーを 
作ってみたいです。 
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ミサと祈りは同じチームだったんですが、わたしは祈りについて書かせていただきます☆ 
まず、教会の祈りについて。準備をはじめるためまず勉強会をし 
実際に神学校で体験をしました。 
当日まで、先唱担当の青年とオルガン担当の神父様は何度も集まって 
練習を繰り返していました。運転中や家にいる時もずっとＣＤで流して 
いたようです(T_T)キラッ 
そして本番。聖堂に美しく声が響いて、とても素晴らしかったと思います。 
 
 
次に、光の集いについて。福岡の西新教会で光の集いが定期的に行われて 
おり、お願いをしたら、西新教会の方たちが来て下さいました。 
               当日自由参加だったにも関わらず、たくさんの人が集まって感動(;_;) 

やわらか～な空間で、みなさんの心もホッとしたのではないでしょうか(*^^*)
               最後に、朝の祈りについて。朝の祈りも自由参加。内容は、お祈り→神学校

敷地内を散歩。以上(笑)簡単でしたが、祈りについて振り返ってみました。 
               色んな人に教えてもらいながら、支えられながら、準備の期間から当日までず

っと楽しくて充実していました。本当に、ありがとうございました！    
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でも、こうやって皆で分かち合いや会議や合宿などをして行くうちにまた新たに絆が深まり 
た福岡教区でこういうイベントを開催するのが初めてだったので、福岡地区、北九州地区、 
賀地区、熊本地区の青年と一緒に準備し、新たな繋がりもでき福岡教区にとって本当に実り 
かなNWMになりました。 
 
今回は福岡らしい穏やかなNWMとなりましたが各教区にはその教区 
良いところがあると思います。これからも自分の召命を大切にし、教 
の長所を生かしたNWMを作って行きましょう。そしてNWMに参加 
たことがない青年を誘い、沢山の青年が集い、分かち合い、祈りを通し 
支え合いながら全国の青年の輪を広げて行けたら良いなと思います。 
福岡でNWMをやろうと！決めたのは、第１６回NWM in 京都が終わってすぐでした。 
京都のNWMが終わった直後に、福岡から参加していた青年みんなの心が 
「福岡でNWMをやろう！」と一致して、そこからNWM in 福岡が動き始めました。 
 

私達は約１年かけてこのNWMを準備しました。 
最初にテーマを決めようということで 
参加者に何を伝えたいか、何を持って帰ってもらいたいか 
ということを４～６月の３カ月かけてみんなで考えました。 
そして、みんなの話し合いの中で「召命」と「感謝」というキーワードが出てきて 
でも、「召命と感謝」だけじゃなんか堅苦しいなぁ～ということで 
今の自分を見つめなおす、神様になんと囁かれているか 
ということを仕草であらわしたら「耳をすます」というキーワードが出てきて 
今回のテーマ「耳をすませば～召命と感謝～」が出来ました。 
 
第 19 回ネットワークミーティング in 札幌      

テーマ：｢タアタアンワ ～ここにいる～｣       

日時：2010 年 10 月 9 日(土)～10 日(日)       

場所：支笏湖ユースホテル 

下記ホームページにていろいろ公開しています 

 http://www.geocities.jp/hyd_03/ 
そして、１０月１１日にNWM in 福岡決起集会を行ない、そこから各係に 
かれて(代表、レクリエーション係、分かち合い係、祈り・ミサ係、食事係、
活係、広報係…等々)準備を始めました。 
 
準備をして行く中でいろんな苦労がありました。今回たくさんの人に参加 
ていただきたくて参加者の定員を１５０名にしましたが、今までそれだけ 
人数を集めてイベントをやった事がありませんでした。教区で何かを作る 
とが初めてであったり、スタッフの住んでいるところが離れていた為、 
まり全員が集まれず話し合いなどが充分にできない係などもありました。 
た、本番のイメージトレーニングを夜の１１時くらいから朝の５時まで 
ったりと当日まで色々と苦労もありました。 
                          第２０回ネットワークミーティング in 横浜 

                         日時：２０１１年２月１１日(金)～１２日(土)

                          場所：日本バプテスト連盟「天城山荘」 



 

 
【良かったところ】 
○いろいろな人の意見を聞けたこと 
○他の教区の青年活動を知ることができた 
○「感謝」ということを最近考えていたので 
自分に合ったテーマだなと思いました。 
○スケジュールにゆとりがありよかった。うまく整っていた。
○すごく色んな事に凝っていて、パンフレット（レク用） 
夕食、レクリェーション等楽しめた。 
○スタッフのみなさんのゆる～い、和やか～な優しさ。 
とても居心地よかったです 
○ミサ曲が素晴らしかった。 
教区に持ち帰って歌おうと思います。 
○班で活動するものがけっこうあって 
すごく密なつながりができてよかった。 
○おもてなしの心が感じられるＮＷＭでした 
○初めて召命について考えることができ良かった。 
今まで召命について考えたこともありませんでした。 
○班に常に班長がいてくれたのが良かった 
○福岡らしいというか祈りやミサをすご～く 
大切にしているのが特によかった 
○朗読、共同祈願に感動。 
心の気がかりを神様が受け取って下さったので 
すんだ気持ちで参加することができました。 
 
【悪かったところ】 
○分かち合いの時間が足りなかった（話題が多すぎた） 
○せっかくなので夕の祈り（テゼ）は全員参加でもいいかも
○班リーダーの力量に任されすぎているかなと思いました。
班リーダーの割り振りが急だった。 
レクの進め方、事前の趣旨説明 
分かち合いが不十分だったこと。 
○喫煙所が日陰だったところ 
○メンバーの入れ替え 
○お風呂がない 
○寝る時の布団の段取りをしっかり！ 

 
○「感謝へのお返し」の指令、すごく心に残りました 
○色々な人や物に対して感謝すべきだなと 
実感できる良い機会でした 
○いい意味でカルチャーショックを受けた 
○１５０人の声が聖堂に響いた夕の祈り 
○全国の青年が一致した感じが感動でした 
○祭壇を囲んでのミサはとても印象的でした 
○るるぷが凝っていてすごかった 
○テーマソングの歌詞が自分の事と重なるような部分が多く 
考えさせられた良い歌でした 
○夕食の時にカセットコンロから火が！！(汗) 
○食事が九州にこだわっていたのがよかった 
○いきなり団子が手作りですごかった 
○司会者がおもしろかった 
○光の祭儀 
○楽しそうなスタッフの顔、辛そうなスタッフの顔 
分かち合いのメンバーの顔 
○宮原司教様が「いたらぬところは全部私の責任です」 
と言ったところ 
○カトリック青年の元気さ、若々しいエネルギー 
信仰で結ばれている者のつながり。 

 
 
○前→ちょっぴりドキドキ  
後→ほんわかしあわせ、ありがとうがたくさん 
 
○前→もやもや  
後→清々しい、さわやか 
 
○前→少しの不安 
後→晴ればれとしたすっきりした気持ち 
 
○前→楽しみ。でも疲れてるな…  
後→満たされました。感謝です。 
 

・○前→仲良くなれるか、色々な人と話せるかすごく不安! 
後→楽しい班で、皆と仲良くなれて本当に良かった!! 
○前→人生に疲れ切っていた。  
後→人生楽しい! 
 
○前→「耳をすませば」ってテーマで何ができるんだろう?
後→感謝をもっと真剣に感じる 
 
○テーマが感謝と召命で、難しいなと思いました。 
しかし、改めて自分の気持ちや今までの経験の整理が 
できました。すごく良いきっかけになりました。 
今後も考えていく内容がたくさん生まれました。 
 
○参加する前はきっと楽しいだろうなと思い 
参加してからはやっぱり楽しかったと思いました。 
より深い感謝ができるようになりたいと 
思うようになりました。 
あまり NWM に来た事がなかったので 
不安な気持ちもありましたが 
沢山の青年と知り合い、分かち合いができて 
来て良かったと思いました。 

○NWM すごく楽しかったです。佐賀の青年とも友達になれて、
実りあるものでした。 熊本の青年とあまり関われなかった
ので、今度は熊本の青年とも仲良くなりたいです。 
 また、せっかく友達になれた佐賀の青年とつながり続ける為
に何かできたら良いなと思います。 
 NWM の準備を通して「召命と感謝」について考える事が出来
たのもすごくいい経験でした。 
 今まで気づかなかった小さなことにも目をとめることが出来
るようになったと思います。 
 ただ、現実の忙しさですぐ忘れてしまうので、今回の反省会
でまた思い出すことが出来ました。ありがとうございました。
○ＮＷＭとっても楽しかった！！もう１回やりたい。 
当日も楽しかったけど、準備期間もとても楽しかったです。
細かい失敗はあったけど、全体的にはすごく良かった。スタ
ッフのチームワークも最高でした！ 
参加者の方々も楽しんでくれて、福岡の空気を感じてくれた
んじゃないかな？と思います！ＮＷＭが福岡であってくれ
て幸せでしたー！！ 

○感動とおいしい NWM でした。インフォメーションは他の地区
がどういう活動をしているかわかって良かった。３分で幕が
閉まるのもおもしろかった。最高に感動した夕の祈りとミサ。
光の集いは天使が降りてきた。 
 司教様の「もしこの NWM に不満があったなら、それはスタッ
フのせいではありません。私のせいです。」の言葉に号泣。み
んなで手をつないだ主の祈りで本当にひとつになれました。
参加できたことを感謝します。ありがとうございました。 
 神様を近くに感じることができた NWM でした。 
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